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9. 研究実績の概要

初年度には、米国立公文書館、第二次世界大戦期に陸軍航空隊によって用いられた空爆地図を調査した。米国国立公文書館地図室に所
蔵されている第二次世界大戦期の地図について、とくに空爆地図に関しては、ヨーロッパ戦線に関するものが非常に少なく、むしろア
ジア・太平洋戦線に関する地図が多く所蔵されているという状況だった。アメリカ合衆国での調査過程で見出した対日空爆標的地図は
、2色刷りの極めてシンプルな地図であった。この地図は、航空写真から建物などの詳細な情報を省略して地図化したものである。こ
の対日空爆標的地図が「精密爆撃」を前提としない地図として作成されたことが理解できる。この調査に基づき、航空写真の地図化に
関して2015年度に前述の「地図から読み解くアメリカの戦争」を執筆した。次年度に調査した英国図書館地図室で、こうしたシンプル
な地図とは異なる地図を見いだした。それが、「斜角遠近法標的地図」である。しかし、英国図書館の地図室には、地図のみが所蔵さ
れており、どのような経緯でこの地図が作成されたのかは不明であった。図書館での調査後、英国立公文書館に移動し、英航空省の史
料を見いだした。そこから、この地図は、アメリカ陸軍航空隊の将校が提案、米英連合国が協力し、イギリスで作成したことが分かっ
た。この地図は、ヨーロッパ戦線においてアメリカ軍が目指した「精密爆撃」用に作成された、標的上空侵入路誘導の補助的地図であ
った。この調査に基づき、2016年に「第二次世界大戦期、米英同盟による地図作成―『斜角遠近法標的地図（ギアリングスの地図）』
を中心に―」を執筆した。これら一連の作業を通じて、アメリカ軍は、太平洋・アジア戦線では主導的に、しかしヨーロッパ戦線では
イギリスとの連携を通じて空爆作戦・空爆地図作成を行ったことが明らかになった。
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